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証明書の発効依頼者の住所と氏名について、
作成する日の現況により記入してください。

家屋番号と所在地は調査を行った住
宅の建物登記簿に記載されたものと
なります。

新築住宅の場合は、①（ZEH水準省エネ住宅の場合）
または②（省エネ基準適合住宅の場合）に
チェックを付けます。

既存住宅の場合は、③（ZEH水準省エネ住宅の場合）
または④（省エネ基準適合住宅の場合）に
チェックを付けます。

建築士等が当該家屋についての証明を行った日
（証明書発行日）を記入してください。

住宅省エネルギー性能証明書・様式記載例(１／２)

住宅省エネルギー性能証明書は、以下の記載例に従って記載・発行をお願いいたします。

証明申請者は事業者でも個人でも差
し支えありません。

証明のための家屋の現地調査が終了した年月日を
記入してください。
工事監理報告書の写し・フラット35の適合証明書の
提出があり、家屋の現地調査を省略した場合には、
当該書類の発行日を記入してください。
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証明を行った方の情報を記入してください。
建築士が証明を行う場合には、以下の２つの
赤枠内の記載が必要になります。

住宅省エネルギー性能証明書・様式記載例(２／２)


